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   Ｂ２９Ｃ  39/24     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ  39/24    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/00    　　　Ｅ
   Ｂ２９Ｃ  39/02    　　　　
   Ｂ２９Ｋ 105:16    　　　　
   Ｂ２９Ｌ  31:10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月3日(2008.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  凹凸模様を有する型枠に、
  合成樹脂、着色顔料を含み、粘度が５．０Ｐａ・ｓ以下、形成塗膜の隠蔽率が１０％以
上９０％以下であるカラークリヤー塗料を流し込む第一の工程、
  合成樹脂、着色顔料及び／または骨材を含むベース塗料を流しこむ第二の工程、
  カラークリヤー塗料及びベース塗料が硬化した後、脱型する第三の工程、
を含むことを特徴とする化粧シートの製造方法。
【請求項２】
　カラークリヤー塗料が硬化する前に、ベース塗料を流し込む第二の工程、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の化粧シートの製造方法。
【請求項３】
  請求項１または請求項２に記載の製造方法により得られる化粧シート。
　
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
すなわち、本発明は以下の特徴を有するものである。
１． 凹凸模様を有する型枠に、
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  合成樹脂、着色顔料を含み、粘度が５．０Ｐａ・ｓ以下、形成塗膜の隠蔽率が１０％以
上９０％以下であるカラークリヤー塗料を流し込む第一の工程、
  合成樹脂、着色顔料及び／または骨材を含むベース塗料を流しこむ第二の工程、
  カラークリヤー塗料及びベース塗料が硬化した後、脱型する第三の工程、
を含むことを特徴とする化粧シートの製造方法。
２．カラークリヤー塗料が硬化する前に、ベース塗料を流し込む第二の工程、
を含むことを特徴とする１．に記載の化粧シートの製造方法。
３．１．または２．に記載の製造方法により得られる化粧シート。
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